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○鎌倉市海岸の環境保全に関する条例施行規則 

昭和49年７月１日規則第28号 

改正 

平成17年３月31日規則第32号 

平成19年３月30日規則第49号 

平成28年４月１日規則第４号 

鎌倉市海岸の環境保全に関する条例施行規則をここに公布する。 

鎌倉市海岸の環境保全に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、鎌倉市海岸の環境保全に関する条例（昭和49年４月条例第10号。以下「条

例」という。）第９条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（時間の始まり） 

第２条 条例第２条第２号に規定する24時間の始まりは、市長が物件の所在を確認した時から

とする。 

（申請） 

第３条 条例第３条第２項第４号の規定により同条第１項各号に掲げる行為を行おうとする

者（以下「申請者」という。）は、海岸利用承認申請書（第１号様式）を市長に提出しなけ

ればならない。 

（承認） 

第４条 市長は、前条の規定による申請があったときは、速やかにその適否を決定し、海岸利

用承認・不承認通知書（第２号様式）により、申請者に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による承認の際、条件を付することができる。 

（取消し） 

第５条 市長は、前条の規定により承認を受けた者が、承認内容に違反したときは、承認を取

り消すことができる。 

２ 市長は、前項の規定により承認の取消しをしたときは、海岸利用承認取消通知書（第３号

様式）によりその者に通知するものとする。 

（勧告） 

第６条 条例第４条の規定に基づく勧告は、障害物件除去勧告書（第４号様式）により行うも

のとする。ただし、所有者が現場にいるときは、口頭で勧告することができる。この場合に
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おいては、口頭で勧告した旨を記録した書類を作成しておかなければならない。 

２ 前項本文の場合において、障害物件の所有者の氏名又は住所が明らかでない場合の勧告に

ついては、市の掲示場に勧告する旨の公示をすることによりこれに代えることができる。 

（移動） 

第７条 市長は、放置された障害物件が海岸における環境保全上著しく障害となると認められ

るときは、当該障害物件を海岸内の別に定める場所に一時移動することができる。 

（措置命令） 

第８条 条例第５条の規定に基づく命令は、障害物件措置命令書（第５号様式）により行うも

のとする。 

２ 第６条第２項の規定は、前項の場合について準用する。この場合において、第６条第２項

中「勧告」とあるのは「命令」と読み替えるものとする。 

（代執行） 

第９条 条例第６条の規定に基づく代執行は、条例第５条の規定に基づく命令をした日の翌日

から起算して７日を経過した後において、これを行うものとする。 

（代執行令書等） 

第10条 行政代執行法（昭和23年法律第43号）第３条第２項に規定する代執行令書は、第６号

様式とする。 

２ 行政代執行法第４条に規定する証票は、第７号様式とする。 

（保管） 

第11条 市長は、条例第６条の規定に基づき障害物件を除去したときは、当該障害物件を別に

定める場所に保管しなければならない。 

（公告） 

第12条 条例第７条第１項の規定による公告は、市の掲示場に掲示するほか、市広報、官報及

び新聞紙等に掲載することにより行うものとする。 

（その他の事項） 

第13条 この規則の施行について、必要な事項は市長が別に定める。 

付 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成17年３月31日規則第32号） 

この規則は、平成17年４月１日から施行する。 
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付 則（平成19年３月30日規則第49号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成28年４月１日規則第４号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

第１号様式（第３条） 
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第２号様式（第４条） 
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第３号様式（第５条第２項） 

 

第４号様式（第６条） 
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第５号様式（第８条） 
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第６号様式（第10条） 
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第７号様式（第10条第２項） 
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